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復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をい
ただいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」
を大切にしていきたいと思います。
復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。

盛岡市・宮古市

　16日（日）、エスポワー
ルいわて（盛岡市）を会場に､“未来
のための伝承・発信～復興の今を伝
え、みんなの力で復興を推進” をテ
ーマに全体会が行われ、県内外から
約 120人が参加。
　達増知事が「東日本大震災津波の
事実を踏まえた教訓を伝承し、防災
文化を醸成していくとともに、復興
に取り組む姿を積極的に発信するこ
とで、復興への理解を深め、継続的

首都圏にお住まいの方を対象に、メールマガジン会員（いわて復興応援団員）を募集しています。登録
していただいた方には岩手県の復興の取組や観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

いわて復興応援メルマガ会員大募集！いわて復興応援メルマガ会員大募集！

いわて復興応援団 検索

知って､買って､食べて､行って 応援 ! 登録無料

県、群馬県、奈良県、川崎市、埼玉
県、神奈川県からの応援職員による
活動報告が行われました。

「いわて三陸復興フォーラム」開催

達増知事挨拶

　17 日（月）、エスポワー
ルいわて（盛岡市）で行われた内陸
報告会では､上野善晴県政顧問が “東
日本大震災津波からの取組” と題し、
基調講演を行いました。また、静岡

畑中氏による基調講演

災害科学国際研究所准教授の柴山明
寛氏、一般社団法人防災ガール代表
理事の田中美咲氏をパネリスト、株
式会社 IBC岩手放送の江幡平三郎氏
をコーディネーターとしてパネルデ
ィスカッションを行いました。震災
教育、防災教育や、アーカイブの構
築、防災啓発の取組など、それぞれ
の取組を発表した後、未来に向けた
震災の記憶の伝承や防災活動のあり
方などについて意見が交わされまし
た。

な復興への参画を促進していきたい」
と挨拶しました。
　続いて、民俗学者の畑中章宏氏が
“「災害民俗学」の果たすべき役割～
未来のための伝承・発信” と題して
基調講演を行い、古くから日本各地
で、災害の教訓や記憶が伝えられて
きた知恵から学び、これからの伝承
のあり方を考えていく必要性を訴え
ました。
　その後、岩手大学大学院教育学研
究科准教授の森本晋也氏、東北大学

パネルディスカッションの様子

MORIOKA MIYAKO

　岩手県は、東日本大震災津波からの復興について学び合い、震災の風化を防止するとともに、復興や地域づくり
のさらなる推進につなげるために､平成 30年 12月 16日（日）と 17 日（月）の 2 日間、「いわて三陸復興フォー
ラム」（主催：岩手県、いわて未来づくり機構）を盛岡市、宮古市で開催しました。

全体会

内陸報告会

上野県政顧問による基調講演 重茂半島線での現場見学会

沿岸報告会

　17 日（月）、宮古市で行
われた沿岸報告会では、参加者が、
復興関連道路や宮古港海岸藤原地区
防潮堤の工事現場をバスで訪れ、工
事担当の長野県応援職員から工事の
概要、進捗状況などについて説明を
受けました。
　その後、イーストピアみやこでの

「関係人口」をテーマにした「Fw: 東
北Weekly 特別編」（復興庁主催）で
は､参加者が意見を交換するワークシ
ョップやパネルディスカッションが
行われるなど、三陸の “これから”
について考える機会となりました。
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盛岡市

盛岡市

宮古市



被災地の「今」を列車で移動しながら、「見て」「聞
いて」「感じて」いただき、防災のお役にたてればと
思い「震災学習列車」を運行しています。

「気仙大橋」
交通切り替え開始市内全ての災害公営住宅完成

　釜石市が整備する「浜町復興住宅」（31戸）が完成し、
12月 19日（水）、竣工式が行われました。
　これにより、県整備分と合わせて市内すべての災害公
営住宅、47団地、計 1,316 戸の建設が完了しました。
　同住宅は、釜石港に近い津波浸水地域を約 7メートル
かさ上げし建設されたもので、鉄筋コンクリート造り 5
階建て。全戸海側に面し、1LDK20戸、2LDK11戸で
構成され、最上階には、約 60平方メートルの集会室を
設け、災害時には一時避難場所として活用されます。
　また、単身世帯を住民同士で見守り合えるように、1
LDKを 2LDKで挟むように部屋の配置が考慮されてい
るほか、敷地内には、公園とコミュニティ広場が整備さ
れました。
　式典で、野田釜石市長は「最初の復興住宅の完成から、
5年 9ヶ月で、全ての復興住宅が完成した。被災された
皆さんが安心して生活できるよう、希望が持てる環境を
作っていかなければならない」と挨拶しました。

東日本大震災津波で甚大な被害を受けた岩手県沿岸。復興が進む中、沿岸地域には、
災害に関する多くの教訓が残されています。
将来予想される大震災。突然襲いかかる様々な災害。そんな災害に備えるために、
岩手県沿岸地域から、未来のための教訓をお届けします。message

二橋 守さん

三陸鉄道

未来へのメッセージ

「想定外」にならないよう

震災学習列車

（にはし まもる）

三陸鉄道株式会社
運行本部 旅客営業課長

　三陸鉄道の震災学習列車では、車窓か
ら沿線被災地域を次々に見ることができ、
広範囲に渡る被災地域ごとの復興の状況
をご案内しています。
　長いトンネルの中では、車内を暗くす
ることで、お客様にがれきの中での状況
を実感し、救助を求める感覚を体験して
もらうことで、防災グッズの笛やライト
の重要性を伝えています。
　災害では、想定外のことが起きて当た
り前と思われがちですが、自分の命を守

釜石市
KAMAISHI

陸前高田市
RIKUZENTAKATA

　気仙川（陸前高田市気仙町）に架かる国道 45号の
「気仙大橋」は、東日本大震災津波により流失しました
が、復旧工事が完了し、12月 17日（月）午後 9時に
新しい橋に交通が切り替わりました。
　被災した気仙大橋は、国道 45号「高田バイパス」の
整備に合わせて建設され、陸前高田市と気仙沼市（宮城
県）を結ぶ重要な役割を担っていましたが、津波で橋が
破壊され、鋼鉄製の橋げたが上流に約 300メートルも
押し流されてしまいました。
　発災後の 2011年 7月には気仙大橋仮設橋が完成。2
014年 2月、本設橋に着工し、震災から 7年 9カ月を
経ての復旧となりました。
　新たな橋は、延長 201メートル、幅 15.5 メートル、
路面の高さは海面高 12メートルで、東日本大震災クラ
スの津波でも浸水しないように設計され、車道の両側
には幅3.5 メートルの歩道が設けられました。
　陸前高田市街地を結ぶ新たな橋の完成により、両岸の
まちづくり整備が進み、新しい中心市街地が一日も早く
形成されることが期待されます。

information

各階に整備された展望ロビー 交通が切り替えられた「気仙大橋」（左）と仮設橋（右）

■問い合わせ・申し込み■
三陸鉄道株式会社 旅客営業部
TEL：0193-62-8900

（3/23 からは 0192-62-7000・0192-62-7727）

■内容：三陸鉄道社員または沿線住民が、車内で震災
の状況などをご案内します。被災状況をご覧いただけ
る場所では、一旦停止または徐行運転をいたします。
■運行区間
（1）北リアス線　田野畑駅－久慈駅
（2）南リアス線　盛駅－釜石駅
＊2019年 3月 23日のリアス線全線開通に合わせて、
　釜石駅－宮古駅間の運行を予定しています。
■料金（1車両貸切・税込）
・県内団体：一般車両 35,000 円
・県外団体：一般車両 43,000 円
＊座席定員は 48名～ 58名　（車両タイプにより、座
　席数が異なります）
■発着時間
臨時列車となるため、発着時間は問い合わせください。

震災学習列車の様子（写真提供：三陸鉄道株式会社）

るためにも「想定の幅」を広げることが
重要です。
　将来の地震や津波に備えるためにも、
東日本大震災津波の教訓を参考にしてほ
しいと思います。

～東日本大震災のあの時、そして今～

今だからこそ見えるものがある
今だからこそ学べることがある

完全
予約制

完成した「浜町復興住宅」



盛岡市「手しごと絆フェア」
「りあすぱーくマルシェ」開催 MORIOKA

さんりくイベント情報

　東日本大震災津波からの復興支援を目的に、パルクア
ベニュー・カワトク（盛岡市菜園）で、被災地で暮らす
人たちによる手しごと品の共同販売会「第 11回手しご
と絆フェア」（主催：colle-color）と、岩手県三陸の商
品の販路開拓を目的とした共同販売会「りあすパークマ
ルシェ」（主催：さんりくチャレンジ推進事業受託コン
ソーシアム）が開催されました。
　1月 5日（土）から 8日（火）まで開催された「手し
ごと絆フェア」は、平成 25年から毎年継続して開催さ
れているもので、県内の被災者や支援者 8団体が、手作
りの手芸品や工芸品､雑貨などを出品・販売し､6日（日）
から 8日（火）まで開催された「りあすぱーくマルシェ」
では、沿岸地域の 14事業者が、加工品を中心に自社の
商品を販売しました。
　両会場を訪れた保副知事は、出展者らを激励し「ここ
での買い物には、被災された方々を応援しようという意
味合いがある。震災により販路を失った方の商品のお披
露目の場でもあるので、多くの方に買い物を楽しんでほ
しい」と話しました。

2019.6.1 SAT-8.7 WED 岩手県の三陸沿岸地域で開催 !

「三陸防災復興プロジェクト2019」
運営計画が決定しました！

岩手県

　2018 年 12月 19日（水）、三陸防災復興プロジェク
ト 2019実行委員会総会が開催され、運営計画が決定し
ました。
　今回決定した運営計画では、2019年６月１日～８月
７日までの会期中に実施する防災復興シンポジウムやお
祭り、文化芸術、食、スポーツ、三陸鉄道などに関する
多彩な事業を紹介しています。
　復興支援でつながりのある坂本龍一氏、佐渡裕氏、八
神純子氏、小林武史氏などにもご出演
いただく予定ですので、お楽しみに。

出展者を激励する保副知事 決定したロゴマーク

　　　　　　※ 運行日：土・日・祝日
　　　　　　※ 乗車、ランチ・スイーツは予約が必要
新たな観光列車「洋風こたつ列車」が登場。車内では
ハイカラさんによる紙芝居や郷土芸能虎舞の披露、絵
馬用ホタテ貝が販売されます。

 三陸鉄道
 「洋風こたつ列車」
場所▶三陸鉄道南リアス線
　　　盛駅～釜石駅

三陸鉄道株式会社 釜石駅
☎ 0193-22-1616
　（9：00～ 18：00）

問い合わせ

南リアス線
MINAMI-RIAS1/26

土

2/11
月・祝

　　　　　　世界 13か国、約 550 種類のツバキが
　　　　　　展示され、豪華に競演します。まつり
　　　　　　期間中の日曜日には、椿油の搾油体験
や椿クレープの販売などツバキにちなんだ催しも行
われます。

三陸・大船渡
第22回つばきまつり
場所▶世界の椿館・碁石

つばきまつり実行委員会事務局
（大船渡市農林水産部農林課内）
☎ 0192-27-3111

問い合わせ

大船渡市
OFUNATO

2/3
日

3/24
日

おおつちバラエティー
ショー第６回公演
場所▶大槌町文化交流センター
　　  「おしゃっち」

おおつちバラエティーショー実行
委員会 （大槌町観光交流協会内）
☎ 0193-42-5121

問い合わせ

大槌町
OTSUCHI

2/24
日

大槌町民と復興に携わる町外出身者、演劇を通じたプ
チ移住（Ｖターン）経験者や同町を応援する演劇・音
楽・絵画アーティストのコラボレーションによる「愛
と笑いと涙ありのコメディー劇」をメインに、様々な
団体がエンターテインメントショーを創り上げます。

詳しくは、三陸防災復興プロジェクト 2019
公式ホームページ（https://sanriku2019.jp/）
を御覧ください。

　また、三陸防災復興プロジェクト 2019のロゴマーク
も決定しました。
　このロゴマークは、三陸の「三」を「羽」に見立て、
新しい三陸の創造に向かって力強
く羽ばたく三陸の姿を表現してお
り、色は、上から順に、清々しい
未来を感じさせる明るい空、美し
く豊かな三陸の海、三陸の人々の
活力と活気を表しています。

北三陸くじ冬の市

場所▶久慈市中心市街地

北三陸くじ冬の市実行委員会
（久慈市観光交流課内）
☎ 0194-52-2123

問い合わせ

久慈市
KUJI

2/3
日

久慈の新鮮な海の幸・山の幸はもちろん、里の恵みを
まるごと楽しめる冬の市。地元の特産品やグルメが味
わえるほか、みんなで楽しめるイベントなど、ふるさ
との魅力盛り沢山です。

平庭高原スキー場
まつり（花火大会）
場所▶平庭高原スキー場

問い合わせ

久慈市
KUJI

2/9
土

平庭高原スキー場で行われる真冬の一大イベント。白
樺のステージを彩る冬の花火大会や熱気あふれる催し
が行われるほか、久慈地域の郷土料理などが味わえる
コーナーもあります。

　　　　　　　平庭高原スキー場まつり
　　　　　　　実行委員会事務局
　　（久慈市役所山形総合支所産業建設課内）
　　　　　　　☎ 0194-72-2129

　　　　　　被災した三陸地域の郷土芸能や文化芸術
の魅力を生かした創造的な復興を目的として 、神楽の
鑑賞や踊りのワークショップ、芸能鑑賞や芸能交流、
三陸鉄道での芸能ツアーなどが行われます。

三陸国際芸術祭
プログラム
「宮古 日々に宿ル」
場所▶イーストピアみやこ交流プラザ
宮古市民文化会館、旧小国出張所ほか

三陸国際芸術祭事務局
☎ 0192-22-9830
（平日 10:00-18:00）

問い合わせ

宮古市
MIYAKO

2/9
土

2/11
月・祝

りあすぱーくマルシェの会場

IWATE



いわて震災津波アーカイブ～希望～

いわて震災津波アーカイブ 検索

いわて復興だより 第 145号　平成 31年 1月 25日号　企画・発行：岩手県復興局復興推進課　☎ 019-629-6945
編集・印刷：シナプス

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 31年 2月 20日号の発行を予定しています。

いわて復興だより Web
一部ニュース、いわてさんりくびとを
動画で紹介。
ビジュアル豊富なWebもご覧下さい。

20万点を超える資料を検索・閲覧できます。

洋野町出身。
大学卒業後、自動車メーカー、生命保険会社で勤務
した後、2009年、洋野町にUターン。
2010年、洋野町のウニを中心に、クオリティの高
い地元の食材を国内外に届けようと株式会社ひろの
屋を設立。
2018年 10月、地域全体の食材のブランド化を目的
に、地域の商社と位置付けた「（株）北三陸ファクト
リー」を設立。地域住民と新しい水産業を目指す。

PROFILE

　連載「いわてさんりくびと」では､被災地・三陸の復
興に向け、熱い想いを秘め、活躍する方々を紹介してい
きます。「未来のさんりくびと」に続き、第 90回目は､
下苧坪 之典さんを紹介します。

「三陸ブランド」を
世界に誇るブランドに。

地域特有の魅力を発信

株式会社ひろの屋
代表取締役
下苧坪　之典

（したうつぼ ゆきのり）さん

その魅力を感じ、ひろの屋では “北紫ウニ” を
中心とした商品開発を行っています。この地域
では、ただウニを獲るのではなく、“うに牧場”
と呼ばれる餌の豊富な場所で 1年～2年、しっ
かり生育を管理して仕上げるので、他の地域に
はない美味しさがあります。三陸産という形で
なく、洋野町産を銘打ってお客様に我々の地域
のストーリーをお伝えし、生産者と消費者をつ
なぐよう努めています」と下苧坪さんは、地域
特有の魅力を発信しています。

地域ブランドの確立に向けて

　Uターンした下苧坪さんは、地域のために自
分でも何かできないかと、水産品の加工、製造、
卸を中心とした「ひろの屋」を設立しました。
　「生まれ育った洋野町種市地区には “北紫ウ
ニ” という素晴らしい食材があり、地域の多く
の人が水産業に関わってきた歴史もあります。

　「生ウニは短期間しか流通できませんが、地域
の安定した雇用も考え、通年に近いかたちで出
荷出来るあらたな養殖ウニの開発にも携わって
います。今はインターネットなどを通して、一
瞬にして世界につながる時代。洋野町には、ウ
ニのほかにも世界に通用する食材がありますの
で、地域の方々とコミュニケーションをとりな
がら、地域の活性化に貢献したいと思います」
と下苧坪さんは、商品のブランド化だけでなく
“地域ブランド” の確立を目指しています。

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

岩手県の被害状況 平成30年 12月 31日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,673 人　行方不明者：1,114 人
　　　　　　死者（関連死）：467人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,079 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶義援金受付状況　約 186億 6,592 万円（96,357 件）
▶寄付金受付状況　約 199億 6,053 万円（8,827 件）
▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 96億 796万円（22,733 件）

平成 30年 12月 31日現在

<<<

平庭高原スキー場ぶらり
三陸

盛岡市

花巻市

宮古市

釡石市

東に太平洋、西に岩手山の雄大な眺望と、広大な白樺林の中を滑りぬける爽快さを味わえます。雪質は、東北屈
指のパウダースノーで、変化に富んだ全 10コースは初心者から上級者まで楽しめます。また、スノーボードも
全面滑走可能で、ハーフパイプコースも利用できます。

久慈市★

田野畑村

■営業期間：12月 15日（土）～3月 31日（日）
■営業時間：9：00 ～16：00
■コース＆リフト
リフト：3本　コース：10コース
■リフト料金
＜１日券＞
▶ 一般 2,500 円（土・日・祝日）、2,000 円（月～金）
▶ 児童・生徒・60歳以上 1,800 円（土・日・祝日）、1,000 円（月～金）
＜午前券＞ 9:00 ～ 13:00　＜午後券＞ 12:00 ～ 16:00
▶ 一般 1,300 円
▶ 児童・生徒・60歳以上 1,000 円
＊幼児のリフト料金は無料（但し、必ず保護者の同伴が必要）
＊スキーセット、スノーボードセット、ウエアのレンタル有
＊2/9 までの毎週土曜日　無料送迎バス運行有
　（久慈駅前・細谷地ガソリンスタンド 9：00発、平庭高原スキー場 15：30発）

問い合わせ：平庭高原スキー場
 ☎0194-72-2944

久慈市山形町来内 20-13-1

二戸

久慈市
KUJI


